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毎回、園での姿や通所の様子など、共有

することができ、助かっています。

専門家としての助言をいただけるとあり

がたい。

発達の見通しを的確に伝えていただけて

いる

丁寧にお話しして頂いた。

助言や説明はいただいておりません。学

校での様子を学校からは伝えています

が、事業所での様子を始め、支援に活か

せる具体的な内容は伺っていないため、

取り入れられそうなことは、残念ながら

ありません。

ブリッジさんだけでなく、園での生活の

様子でも助言をいただき心強いです。

いつも助かっております。訪問員の佐野

さんの心配りがすばらしいと感謝してお

ります。ありがとうございます。

学級担任と落ち着いて話をするタイミン

グに難しさを感じている部分がある。授

業の合間は、次の学習の準備をしていた

り、子供の対応をしていたりしているこ

とが多い。

児童の学習や活動の様子、学級内での友

達との関わり、特性が出る場面等につい

ての対応の仕方など、具体的に助言を頂

いたり相談させていただいたりすること

ができ、たいへんありがたく感じていま

す。

ブリッジでの様子と対応をもう少し教え

て頂きたいです。

定期的に話ができてありがたい

取り入れる事が適切であるか感じる事が

あります。

訪問支援員からの助言や説明は、具体的でわかりやすく、取

り入れやすいものですか。

66 21 1

1

訪問支援の基本は、まず情報の共有と

なります。お子さんがどのように訪問

先で過ごしているか様子を見させてい

ただき、その状況を先生方と支援員で

共有することがお子さんへの理解への

第一歩です。理解があってこそ支援が

スタートします。理解の共通がベース

となり、連携しての支援が展開できま

す。

更に訪問先でのご様子を保護者様に

知っていただくことが安心感に繋がり

ます。安心感じゃなく不安感のみが伝

わることがないように、先生と相談し

てご報告しています。学校での支援が

充実している、今現在の支援方法が適

している場合には、助言がなく情報共

有になる場合がございます。

訪問先の先生のお考えが様々で、様子

を見て保護者様にご報告いただければ

よいと考えている場合、アドバイスが

ほしいと思っている場合、通所事業所

の様子を知りたいと考えている場合、

支援員のアセスメントを知りたいとご

要望が出る場合、保護者様の気持ちを

知りたい場合、など多くのご要望があ

ります。限られた時間で、訪問し先生

方と振り返りをさせていただいており

ます。

振り返りは、その場で実施する場合、

保育所ですと昼寝の時間、学校ですと

放課後の時間にお電話で振り返りをさ

せていただく場合がございます。ルー

ムについては、ルームの始まる前の昼

の時間帯にご相談する場合もございま

す。

訪問先のご要望に応じて、調整させて

いただいておりますが、振り返りが訪

問先のご負担にならないように気をつ

けております。今後は適切な助言や説

明できるように、通所事業所でのご様

子を共有できるように努めてまいりま

す。
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2
訪問支援員の支援に対する知識・技術等に満足しています

か。

67 21 0

豊かな経験と知識から具体的なアドバイス、

ヒントをいただいている

児童理解については、同様の見解をもってい

ると思います。支援に対する知識や技術を

伺ったことがないため、回答は難しいです。

①に同じです。

具体的な支援方法等について話をしたことは

ありませんので、こちらからも聞くようにし

ます。

本学級の場合、授業時間中は、該当児童の観

察をし、その後の休み時間に情報共有をして

いる。その際、クラスでできる手立てを教え

てもらっている。

今の支援員さんとはまだ数回程度の関わりし

か持つ事が出来ていない為、関係性を深めな

がら支援員さんの技術や知識を教えて頂けれ

ばと思います。

訪問でご様子を見て情報を共有して、まずお

子さんの理解のベース作りが大切だと思って

います。

先生方はお忙しいので、訪問支援の受け入れ

がご負担にならないように気をつけているこ

とから、しっかり具体的に支援方法について

話合うことができてない可能性があります。

訪問時間はどの時間帯が良いのか、どの内容

の時間（教科）が良いのかを先生としっかり

ご相談する必要性を感じています。

また、必要に応じて、訪問日以外にケースカ

ンファレンスや担当者会議を実施する場合が

ございます。先生方と相談しながら、訪問支

援がより先生方のニーズに合うように、支援

の役に立てるように意識を高めてまいりま

す。

3
訪問支援員は質問に対して、適時・適切に回答してくれてい

ますか。

74 14 0

家庭によって差があるように感じます。

共感してくれる姿勢はありがたい。

わかりやすく、実践につなげられるアドバイ

スがいただけている

ほとんど、こちらから質問をしたことがあり

ません。

質問に対しては、「ブリッジでは…」と言う

風に教えてくれます。

丁寧にいつも対応して頂いております。

ご家庭やお子さんの状況に合わせて訪問支援

を実施していますので、質問に対しての回答

に差があると感じる場合があるかもしれませ

ん。

どのご家庭でもどのようなお子さんでも、支

援が必要なことは同じですので、適切な支援

を届けることを心がけてまいります。先生方

とお子さんについての話が深められるよう

に、今後はこちらからも積極的に質問させて

いただきたいと思います。どうぞよろしくお

願いいたします。

4

改善されていない児童がいる。また、改善が

あったとしても要因がわからない

各家庭によって差があるように感じます。共

有出来ている家庭もあれば、今ひとつ姿が分

からない家庭もあるように思います。

都度、解消、軽減されている

訪問支援を活用して、指導をしたことがない

ため、利用により課題解決には至っていませ

ん。

日々、子どもの成長と共に問題は起こりま

す。なので、ひとつ解決してもまた次の課題

が出てくるので、なんとも言えません。

対象となっている児童が多く、一概に解消さ

れたともされなかったとも言えない部分があ

る。

子供に対する問題意識を共有し、学校だけで

なく様々な機関が関わっているということを

知るだけでも、学校としては安心できます。

具体的な支援の方法などを相談させていただ

き、保育所で継続して取り組むことができ

た。

対象の児童も比較的落ち着いて過ごす事が出

来ています。

63646

保育所等訪問支援を利用したことで、課題や困りごとが解消

または軽減されましたか。

訪問支援は訪問の個別支援計画に基づいて実

施しているため、訪問先の課題や困りごとに

ついて直接的な解決に結びつくかを評価する

ことにむずかしさを感じます。

但し成長と共に、軽減されることは今まで多

くあります。

中には課題を解決できたことが成長の1つ

で、更に今までより内容がアップされた課題

が出てくる場合もあります。

この時は、慌てずに今を充実させて安定した

土台作りを進める必要がある場合もございま

す。

時間はかかりますが、このことが新たな課題

に向かう準備と考えております。訪問先、保

護者様、支援員でお子さんの成長を確認で

き、お子さんの安心感を育てる視点も大切に

しております。

保護者様と連携をとり、ご家庭でのご様子を

伺い訪問先の先生にお伝えしていくことは、

更に意識して充実させる必要性を感じていま

す。

お子さんやご家庭にとってどのような支援が

必要なのか、訪問先でどのような支援のご要

望があるのか、また必要となっているのかを

整理して、わかりやすく伝えることができる

ように研鑽してまいります。具体的な支援方

法や支援の見通しにも意識を高め、伝えてま

いります。



・訪問の実施回数は、標準が月2回となりま

す。状況と必要性に応じて訪問先、保護者

様、支援員で訪問回数を調整しております。

支援内容につきましても、ご様子を見る間接

支援がベースでございますが、お子さんの状

況に応じてお声かけや行動のサポートなど直

接支援もしております。

こちらも訪問先、保護者様、支援員でそのお

子さんに適した支援をご相談して決めさせて

いただいております。

お子さんを取り巻く関係者が連携し支援して

いくことができるように、情報共有やご相談

を進めております。訪問先の状況やご要望に

応じて、どのような訪問の入り方が良いの

か、どのような振り返りは必要なのかを相談

して進めていますが、まだ十分に相談して進

めることができていない訪問先もあります。

継続して長期に見ているケースや、長期に訪

問に伺っている訪問先では、かなり連携が上

手く取れているところもございますが、新年

度担任の先生が代わり思うように連携が進ま

ず、連携がスムーズに進むのに半年くらいか

かる場合もございます。

先生方と信頼関係が構築できるように、訪問

支援の入り方に注意しながら、積極的に取り

組んでまいりたいと考えております。

・訪問支援は加配の先生とは違い訪問時間は

短く回数も少ないですが、できる支援を先生

と一緒に考えて参ります。

・お子さんや保護者様にとって、必要な視点

でのアプローチができるように先生方と相談

し、今後も訪問先にとって、お子さんにとっ

て、ご家庭にとってという、それぞれの立場

からの視点を大切に支援を考えて参ります。

学校側から伝えにくい内容を第三者の視点で

お伝えいただけるとありがたく思います。

事務所での子どもの様子などを知らせてくれ

たりと連携を図ることができている。

いつも適切なご助言等ありがとうございま

す。一方で、立場上難しいことは重々承知で

はありますが、学級として大人の手が必要な

場面の支援に加わってくださると、よりあり

がたいなと思います。

子どもによっては、支援員の方が来られるこ

とで普段の様子がなかなか出ない子もいるの

で、普段の様子を動画撮影し見てもらう月が

あっても良いのかなと思います。

支援児の支援を通じて、保育環境や的確なア

プローチ方法を見直す機会となっている

その場面を見てアドバイスを頂けるととても

助かりますが子どもの様子は日々違うのでそ

こは難しいと思いました。

具体的な支援を受けていないため、回答でき

かねます。

月に２回程度という部分を意識してくれるよ

うになったのでよかったです。

月に一度来所いただいていることで、情報共

有がしやすいと感じている。

ブリッヂでの様子も教えて頂けるのでいつも

助かります。

32560

事業所からの支援に満足していますか。5



ご意見を踏まえた対応その他のご意見

今後連携を深めていく必要があると思う一方、これ以上学校現場に業務が増えてしまうというのは避けたい。今後教室に入る支援も増えていくのかもし

れないがその場合、どのように担任と支援の仕方を共有していくのか、学級、学年の保護者にどのように伝えていけばいいのか、考えていく必要がある

と思う。

訪問支援後のフィードバック、助言を含め引き継ぎ、連携をお願いいたします。

保護者や職員等に、適宜見取りや支援の内容をお伝えいただいてますが、より適切に共有・引継ぎしていくためにも、報告書のような形で書面化してい

ただけると大変ありがたいです。

いつもお疲れ様です。来訪時以外の様子も気にかけて下さってありがとうございます。

訪問支援後、翌日のフィードバックが終わってから、保護者にその日の様子などを伝えていただきたいです。その日の様子だけで、落ち着いて過ごして

いたと伝えてしまうと、普段の様子がなかなか伝わりにくくなってしまう為。

日程調整のやりとりに負担を感じることがあるので、より良い方法があると良いと感じている

いつも丁寧な相談しやすい対応をしてくださり感謝しております。今後ともどうぞよろしくお願いします。

とてもよいシステムであり、困っている保護者が前向きに利用出来るようになるとよい。

大変丁寧にご対応いただいています

いつもご支援いただきありがたく思います。引き続きどうぞよろしくお願いいたします。

いつも子どもたちにやさしく関わってくださりありがとうございます。これからもアドバイスよろしくお願いいたします。

事業所での児童の様子や受けている支援などほとんど伺ったことがありませんし、学校側も事業所側もどのように連携すればよいのか理解が不足してい

るように思います。また、学校で得た情報をどのように活かし、支援されているのか共有させていただけたらよいと思っております。

いつもお世話になっております。毎回こちらの対応方法の悩み等を受け止めていただき、的確なアドバイスをいただいています。そのおかげで、対象児

の成長にも繋がりより良い交流をとらせていただいていると感じています。今後もよろしくお願いいたします。

利用児童が学校で抱えている困り感の解決に向けていつも迅速に対応、協議をして事業所での支援につなげくださり大変ありがたく思っています。

BRIDGEさんとは、密に連携が取れていると感じております。今後もどうぞよろしくお願いいたします。

来校する期日や曜日、時間について、要望や相談に応じて頂けているので、ありがたいです。

保護者の様子も教えてもらっているので、担任として貴重な情報である。ありがとうございます。

定期的にご訪問いただきありがとうございます。また、アドバイスも非常に参考になっています。ありがとうございます。

対象児の成長や課題、保護者の様子など、様々な情報や気付きを頂き大変有難く感じております。今後ともよろしくお願いいたします。

訪問支援員の方が、とても丁寧で、専門性もあり、また園の教育方針にも合わせてくださるので、私たち職員もとてもやりやすいです。引き続きよろし

くお願いします。

・学校現場に負担がかからないように

相談して、連携を深めてまいります。

・訪問報告の書面は、ご必要な場合は

作成たします。

・訪問の保護者報告のタイミング等、

適した支援を展開できるように、連携

させていただきます。

・日程調整において、ご負担をおかけ

して申し訳ございません。ご負担がか

からないように、相談させていただき

たいと思います。

・まず訪問先と通所事業所のそれぞれ

の様子が、共有できるように努めてま

いります。更に連携を深め、より良い

支援が進められるように訪問支援を実

施してまいります。


